
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
八 戸 市 

平成１９年度 改訂版 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆はじめに 

本書は、当市の地域コミュニティの活性化に関する施策の一環として作成した、

市内の特色ある地域コミュニティ活動をご紹介する事例集です。 

多様な団体が一体となって地域の課題を解決する活動や、地域の資源を生かした

活動など、様々な地域活動を収録しています。本書を手に取られた皆様の地域で、

何か新しい活動が始まるきっかけとなるよう、役立てていただけますと幸いです。 

最後に、本書の作成にあたって、多大なるご協力を賜りました各団体の皆様に深

く感謝申し上げます。 

 

※ 事例掲載団体の活動についてのお問い合わせは、市の担当課が仲介役となって

該当団体に連絡させていただきますので、団体への直接のお問い合わせはご遠

慮ください。 

 

◆改訂版の作成について 

  本書は、平成 17年 3月に作成した「地域コミュニティ活動事例集（初版）」の

改訂版です。今回の改訂にあたっては、活動事例を分野別に整理し、より実用面を

重視した内容で全体を再構成しました。 

 

 【改訂のポイント】 

◎ １６団体の活動事例を追加（初版・16団体 ⇒ 改訂版・32団体） 

◎ 活動事例を分野別に整理 

◎ 各ページに地域情報を追加 

◎ 巻末に地域コミュニティ計画の策定事例（２事例）を追加 

◎ 全体のデザインを変更 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P 1／ 八戸ニュータウンまちづくり協議会 

「住民の手による雪かき活動“スノーバスターズ”」 

「安全・安心・明るいまちへ 八戸ニュータウン３Ａ運動サポーター」 

 

P 2／ 柏崎地区安全パトロール協議会 

「青色回転灯の装着車による登下校時のパトロール活動」 

 

P 3／ 田面木地区連町自主防災会 

     「田面木地区の自主的な防災活動」 

 

P 4／ 上長地区安全なまちづくり協議会 

     「児童の登下校を見守る安全ボランティア」 

 

P 5／ しもなが安全安心ネットワーク 

     「住民主導の防災訓練」 

 

P 6／ 高館地区安全安心まちづくり協議会 

     「地域で子どもを見守ろう 地域住民による安全安心まちづくり」 

安全・安心 

P 7／ すこやかみなみネット 

「子どもの成長を親と教師と地域の人々で確かめ合える教育環境づくり」 

学社連携 

P 8／ 池田町内会・下七崎町内会 

「住民の手による道路環境整備」 

 

P 9／ 恵比須浜町内会 

     「ゴミ問題も解決 町内会とＪＲの共同の花畑」 

 

P10／ 長者森公園等環境美化委員会 

「地域の公園は地域住民の手でつくる 長者森公園の整備」 

 

P11／ 八戸市立美保野小学校父母と教師の会 

     「地域が一致団結！ 地域総出の学校支援」 

 

P12／ 沼館・城下振興会 

     「馬淵川堤防一帯の清掃活動」 

環  境 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P18／ 八戸市立白銀南小学校父母と教師の会 

「授業以外の社会勉強を 地域と学校の連携による交流事業」 

 

P19／ 湊たんけん買物ウォーク実行委員会 

     「郷土について考える授業から始まった 湊たんけん買物ウォーク」 

 

P20／ 湊高台地区子ども会育成連合会 
     「東公民館まつりでのお化け屋敷」 

 

P21／ 高館地区子ども会育成連絡協議会 

     「みんな裸足で土いじり 子ども田んぼづくり」 

     「地域の伝統を守れ！ 高館駒踊の伝承活動」 

     「地域で子どもを育てるための高館リーダーズクラブ」 

 

P23／ 三世代の会 

     「地域づくりは子ども中心で！」 

社会教育 

健  康 

P13／ 江陽一丁目町内会 

「町内ピンピン体操会」 

 

P14／ 八戸市立種差小学校父母と教師の会 

     「地域交流と健康づくり 種差を歩く会」 

 

P15／ 館地区健康づくり推進協議会 

     「住民が自主的に参加する健康づくり “いきいき「健康ウォーク」”」 

 

P16／ 是川地区体育振興会 

     「是川・縄文の里 健康マラソン大会」 

P17／ 江陽どんぐりの会 

「地域の枠を越えた子育てサークル」 

子育て 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域づくり 

P24／ 市川地域連合町内会 

     「大運動会から連合町内会へ…そして、ふれあいから地域ｺﾐｭﾆﾃｨ再興へ！ 

 

P25／ アスネット根岸推進委員会 

     「住民みんなのビオトープ ほたる崎里山づくり」 

     「郷土の歴史を目で見て学ぶ 郷土学習資料室」 

     「地域一体の家庭教育学級」 

 

P27／ 大館地区自治振興会 

     「ゼロからつくった新田城まつり」 

 

P29／ 湊商栄会 

     「地域一体型 駅前のにぎわい創出事業“湊七夕まつり”」 

 

P30／ 陸奥市川町内会 

     「地域みんなの実習田」 

 

P31／ ラブ❤こなかのナットワーク 

     「納豆のように粘っこく地域活動を ラブ❤こなかのナットワーク」 

 

P32／ 金浜町内会 

     「歌と踊りで地域を盛り上げよう！ “金浜ソーラン”ＣＤを手づくり」」 

P33／ 下長地区社会福祉協議会 

「児童と高齢者のほのぼの交流事業」 

福  祉 

P34／ 左比代虎舞／小中野えんぶり組 

     「民族芸能で地域おこし 左比代虎舞」 

     「復活！ 地域の伝統芸能 小中野えんぶり組の活動」 

 

P35／ 長者地区連合町内会 

     「長者地区の歴史・文化を知る “我らが長者デー“」 

歴史・文化 

P36／ 南郷区「南の郷 手づくり未来計画」 
 
P38／ アスネット根岸推進委員会「根岸地域まちづくり計画」 
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 白山台地区 

八戸ニュータウンまちづくり協議会 

安全・安心 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの 

八戸ニュータウンまちづくり協議会では、住民

の手による雪かき活動「スノーバスターズ」や、

安全・安心・明るいまちを目指す「八戸ニュー

タウン３Ａ運動」を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■住民の手による雪かき活動 

“スノーバスターズ” 

 

 白山台は八戸市のなかでも雪の多く降

る地区で、ニュータウンでは、歩道や車

道等の除雪や雪片付けが大きな問題とな

っていました。さらには、通学路が雪で

覆われているままでは児童が安全に通学

できないため、通学路を自分達で綺麗に

しようということで、スノーバスターズ

の活動が始まりました。 

 スノーバスターズは、強制ではなく自

由参加の雪かき隊で、積雪が一定以上あ

る場合に出動します。家の前の雪や通学

路・生活道路を重点的にボランティアで

雪かきを行い、子ども達が安心して学校

に通学できるようになっています。 

 こういった地域総出の雪かきを行うこ

とで、地域の交流につながり、地域の一

体感が生まれてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

登下校時の見守り活動 

■安全・安心・明るいまちへ 

八戸ニュータウン3A運動サポーター 

 

 地域の安全を守るため、住民が自主的

に声掛け運動を展開し、防犯活動を行っ

ています。参加者が統一されたユニフォ

ームを着用し、街頭運動や散歩、買い物

など、普段生活しながら声掛け運動を行

うというものです。 

また、参加者は自分が参加することの

できる時間に自分のペースで、自分の意

志によって運動に参加できます。さらに

は、小･中学生の登下校時に合わせた街頭

での見守りや、通学路の横断補助や巡回

指導も行い、保護者による下校時の児童

の安全活動にも協力しています。 

 統一されたユニフォームを着用するこ

とで、住民に対して抵抗なく声掛けをす

ることができます。また、住民からも気

軽に挨拶され、サポーター同士も、活動

を通じて触れ合うことができます。 

 平成 17 年には、青森県防犯モデル地

区の指定を受けるとともに、青森県安心

生活推進員活動地区にも指定され、活動

を進めています。 

 

 

 

 

地区人口 7,294人 

世帯数 2,549世帯 

最寄りの公民館 根城公民館 
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■青色回転灯の装着車による 

登下校時のパトロール活動 

 

柏崎地区安全パトロール協議会は、地

域の子ども達の安全と安心を支援するた

め、平成 18年 5月に設立されました。 

地区内で、児童が不審者に腕をつかま

れる事件や、交通事故が多く発生してい

たこともきっかけでした。 

「地域でできることは、地域でやらな

くては」という心構えが何よりも大切だ

という思いで、青色回転灯をつけた、会

員の自家用車5台で、週２回、児童の登

下校時のパトロールを実施しています。

青色回転灯をつけた車両は、19 年度に

も２台増やす予定です。 

約1年近くパトロールを実施してみて

思ったのは、「青色回転灯の光は、昼間も

さることながら、夜間においての犯罪の

抑止効果が高い」ということです。パト

ロールをしているということを効果的に

アピールする有効な方法と感じています。 

 現在の課題は、運行車両、搭乗者の許

認可の関係や、巡回が地域内のみでの実

施に制限されていることなど、活動に不

便さを感じている所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会の出発式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 10,852人 

世帯数 4,948世帯 

最寄りの公民館 柏崎公民館 

 柏崎地区 

柏崎地区安全パトロール協議会 

安全・安心 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの 

柏崎地区安全パトロール協議会では、青色回転

灯をつけた車両で、児童の登下校時の防犯パト

ロール活動を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■田面木地区の自主的な防災活動 

 

地域が一つにまとまり、災害に対応す

る態勢を整えようと、平成 18 年 1 月

22日に、「田面木地区連町自主防災会」

を設立しました。 

防災会は、住民の隣保協同の精神に基

づく自主的な防災活動を行うことにより、

火災、地震、水災、その他の災害による

被害の防止、及び軽減を図ることを目的

としています。 

災害時の迅速な活動を実現するため、

「情報班」「消火班」「救出救護班」「避難

誘導班」「給食給水班」を組織し、住民の

役割を明確にしています。 

防災会を構成するメンバーには、田面

木消防団、八戸赤十字奉仕団田面木分団、

交通安全協議会田面木支部、田面木体育

振興会、田面木防犯協会、田面木地区社

会福祉協議会、田面木公民館、田面木小

学校ＰＴＡ、田面木老人クラブなど、地

域の諸団体から参画していただき、活動

分野を越えて、地域一丸となって防災活

動に取り組むことができると考えていま

す。 

 今後も防災訓練を繰り返し、さらに内

容の質を上げることで、徐々に成果を高

めて行きたいと思います。 

 

 

 

【主な活動内容】 

・ 防災に関する知識の普及 

・ 災害等に対する被害の予防 

・ 災害等の発生時における情報の収

集伝達、初期措置、救出救護、避難

誘導等の応急対策 

・ 防災訓練の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練の様子 

 

 

 

地区人口 4,181人 

世帯数 1,716世帯 

最寄りの公民館 田面木公民館 

 田面木地区 

田面木地区連町自主防災会 

安全・安心 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの 

田面木地区連町自主防災会では、地域の多様な

団体の連携による、地域住民が一体となった防

災活動に取り組んでいます。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■児童の登下校を見守る 

 安全ボランティア 

 

上長地区安全なまちづくり協議会（※）

では、児童の登下校時の安全を守るため、

地域住民に呼掛け、「上長地区安全ボラン

ティア」を発足しました。 

この活動は、児童・生徒の登下校時に、

揃いのベストを着て、通学路に立てる人、

犬の散歩の時に見回れる人を募集した所、

あっという間に 150 人を越え、安全ボ

ランティアの出動式には、他地区のボラ

ンティアも合わせて 300 人も参加しま

した。 

また、当協議会では、毎年、小・中学

校の夏休み・冬休み前に、情報交換会を

開催して、不審者の発生時等に即出動で

きる連絡網を整備し、各団体や学校、幼

稚園・保育園に連絡先一覧を配布してい

ます。 

最近では、全町内一斉の巡回強調週間

を設定し（入学式、始業式の 1 週間）、

安全ボランティア活動の意識高揚を図っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※団体は、町内会、防犯協会、交通安全

協会、青少協、小中学校、高校、老人

クラブ、民生児童委員、消防団で構成。

事務局は少年補導員、駅前交番が担っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全ボランティアの出動式の様子 

 

 

地区人口 10,458人 

世帯数 4,067世帯 

最寄りの公民館 上長公民館 

 旭ヶ丘地区 

旭ヶ丘一丁目町内会の活動 

安全・安心  上長地区 

上長地区安全なまちづくり協議会 

安全・安心 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

上長地区安全なまちづくり協議会では、児童の

登下校時の安全確保のため、安全ボランティア

を発足し、お揃いのベストを着用しての見守り

活動を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■住民主導の防災訓練 

 

下長地区では、地域内の高齢化が進み、

65歳以上の一人暮らしのお年寄が100

人を越えたことを契機に、自主防災組織

を立ち上げる動きとなりました。 

そこで、市主導ではなく、地域住民が

力を合わせて防災組織をつくることが大

切だということで、下長地区連合町内会

を母体に、地域内の警察、小・中学校、

社会福祉協議会、防犯連絡協議会、消防

団等の各団体で構成する「しもなが安全

安心ネットワーク」を、平成18年 4月

1日に立ち上げました。 

消防庁・警察庁の「地域安心安全ステ

ーション整備モデル事業」の指定も受け、

自治総合センターの助成金 100 万円で

テントや担架、トランシーバーといった

活動資材を配備しました。平成18年10

月 15 日には、初の本格的活動として、

地域総合防災訓練を、住民主導で実施し

ました。 

訓練では、負傷者の搬送や避難活動、

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方

講座やボランティアセンターの模擬開設

等を実施しました。参加した約 2５0人

の住民は、大規模な震災が発生したとい

う想定のもと、本番さながらの訓練を繰

り広げました。 

 

 

これまでの災害経験をもとに、実際に

防災訓練を行ったことによって、住民か

らの防災に関する問い合わせも増えてき

ており、住民の意識は確実に高まってい

ます。また、市内における活動の波及効

果もあり、周辺地域の防災意識の高まり

にもつながりました。 

さらに、地域で活動する団体について

も、住民に見える形で自分達の活動をア

ピールすることができ、住民の地域づく

りに対する意識啓発や、地域活動の活性

化につながりました。 

今後は、このネットワークを支える役

員の人材育成と、地域の病院・建設業者

等と、どのような形で協働できるかが課

題です。 

また、病院や民間企業にも幅広く参加

を要請し、防災以外の分野（福祉・教育

等）にも活動の場を広げたいと考えてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 9,315人 

世帯数 3,643世帯 

最寄りの公民館 下長公民館 

 下長地区 

しもなが安全安心ネットワーク 

安全・安心 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

しもなが安全安心ネットワークでは、住民主導

の防災活動や訓練を行い、地域の防災力や、地

域の結びつきの強化に取り組んでいます。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■地域で子どもを見守ろう 

 地域住民による安全安心まちづくり 

 

高館地区は、従来から、子どもの健全

育成活動の盛んな地域です。「さわやか挨

拶運動」や「愛の一声運動」も、まちづ

くりの一環として積極的に取り組んでい

ます。 

そうした中で、平成 17年の春に、高

館地区に変質者が出現したのをきっかけ

に、子ども達への声掛けや挨拶運動が、

全町内で一斉に実行されるようになりま

した。 

各町内会の役員と有志による、腕章を

つけての見回りや、自家用車に「パトロ

ール中」のステッカーをつけての巡視等

の積極的な活動が、子ども達や住民の気

軽で明るい「さわやか挨拶」を呼び起こ

したのだと思います。 

また、全国各地で子どもが巻き込まれ

る犯罪が多発している中、地域の子ども

達は地域で守るという考えから、平成

17 年 12 月に、安全安心まちづくり協

議会が発足しました。 

巡回・巡視の網を地域全体に張り巡ら

せましたが、一番危険だといわれる子ど

も達の下校時の見回りが手薄になってい

たので、地区の老人クラブが立ち上がっ

て、巡回・巡視を始めました。この老人 

 

 

 

クラブの参画は、地域の活動を勢いづけ

ているようです。 

さらには、平成18年 6月 1日から、

消防庁・警察庁の「地域安心安全ステー

ション整備モデル事業」の指定を受け、

今年度は指定2年目を迎えました。 

 現在は、さわやか挨拶の輪が広がって

きており、巡回しながらゴミ拾いをする

住民も見受けられるようになりました。

不法投棄のゴミ処理に、町内の枠を越え

て参加してくれるようにもなってきてい

ます。 

巡回・巡視活動に安心して取り組むた

めのボランティア保険の加入や、腕章・

ジャンパー等の装具の不足を補う予算の

捻出が厳しいことなど、様々な課題はあ

りますが、今後も子どもの見守り活動の、

一層の充実に努めたいと考えています。 

 

 

 

 

 

登下校時の見回り活動 

 

地区人口 4,841人 

世帯数 1,906世帯 

最寄りの公民館 下長公民館 

 高館地区 

高館地区安全安心まちづくり協議会 

安全・安心 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

高館地区では、町内会が主体となった挨拶運動

や、子ども達への声掛け運動を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■子どもの成長を親と教師と地域の

人々で確かめ合える教育環境づくり 

 

子どもの健やかな成長のためには、家

庭や地域社会、そして学校のそれぞれが、

教育の場として十分な機能を発揮するこ

とが大切です。 

そこで、白銀南地区では、白銀南小・

中学校のＰＴＡが主体となり、小学校と

中学校の強い連携・融合を軸に、子ども

達の健全育成・安全確保をテーマとして

学校・家庭・地域諸団体の間で、すこや

かみなみネット事業を展開しています。 

地域にネットワークを形成することに

より、互いを活性化し、子どもの成長を

親と教師と地域の人々で確かめ合える、

教育環境をつくることが狙いです。 

すこやかみなみネットを創設できたの

は、「青少年健全育成のネットワークの中

核は、子どもの親であるＰＴＡが担うべ

き」というＰＴＡの気概と、その気持ち

を認め支えた地域諸団体の「地域をあげ

て教育のコミュニティづくりに取り組も

う」という高い理念があったからです。 

活動を始めた当初は、ＰＴＡ会員の中

で、小・中学校間の関係の問題や、会合

の回数が多くなることへの不満、PTA以

外の団体と一緒に活動することへの不安

などがありました。 

 

 

 

しかし、実践を継続することにより、

これらの不安や団体間のギャップは解消

されつつあります。 

今後は、「一緒にやれるものは一緒に」

という姿勢を大切にして小・中学校の連

携・融合を図りつつ、ボランティア人材

バンクの設置や交通安全活動の実施など、

新たな事業を企画し、育てて行きたいと

考えています。 

 

【主な活動内容】 
1)学校・家庭・地域社会の連絡調整 
①学校・家庭・地域の情報交換会 
②情報誌「すこやかみなみネット通信」 
の発行 

 
2)子ども・大人の体験活動 
①あいさつ運動（年間通して） 
②小・中、公民館文化祭等への支援 
③地域環境美化活動 
④教育講演会 
 
3)地域防災・防犯対策の充実 
①地域防災・防犯訓練の実施 
②地域巡回活動 
 
4)南小・南中ＰＴＡ合同研修会、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 
①思春期子育て講座の実施 
②南小・南中ＰＴＡ合同救急救助法講習 
③みなみネット杯 
小中合同ソフトバレーボール大会 
④小中ＰＴＡ合同新年会 

 

地区人口（３地区計） 11,412人 

世帯数（３地区計） 4,300世帯 

最寄りの公民館 白銀南公民館 

 白銀南地区（大久保・白銀台・岬台地区） 

すこやかみなみネット 

学社連携 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

白銀南地区の「すこやかみなみネット」では、

地域の小・中学校ＰＴＡや地域の団体等がゆる

やかな連携体制を構築して、子どもの健全育成

や安全を守る活動を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■住民の手による道路環境整備 

 

 町内にある道路は、雪が多く降ると、

除雪されるまでは時間がかかってしまう

ため、通勤や通学が困難になることがあ

ります。 

そのため、役員及び協力者等の地域住

民が、降雪の状況を見ながら手分けをし

て、タイミングよく消雪剤を散布するよ

うにしています。散布する消雪剤は市か

ら支給してもらい、町内会で散布すると

いう形で、協働での事業を実践すること

ができています。 

 また、田植えの前には、130人～140

人が参加し、堰掘りや生活道路、用水路

の切払い、草刈り等の道路整備を行い、

同時にゴミ拾いも実施します。参加でき

ない人は協力費を町内会に自主的に支払

い、会ではそれを整備費等にあてていま

す。 

 役員をはじめ、住民が高齢化している

ので、健康を保ちながら、安全に作業す

ることを念頭に活動内容を考えなければ

なりません。そのため、イベント保険に

も作業内容によっては全員加入し、費用

は町内会予算の中から支払っています。 

 指導者の後継者選びが、なかなか容易

ではなく困っています。また、身体の弱

った高齢者の方のお宅に、どの程度協力 

 

 

するべきか悩んでいます。どこの家庭で

も若者はサラリーマンになっており、一

斉に集合して作業することについて大変

な面もありますが、若者も少しずつでは

あるものの、次第に理解を示してきてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 2,032人 

世帯数 676世帯 

最寄りの公民館 瑞豊館 

 豊崎地区 

池田町内会・下七崎町内会 

環  境 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

豊崎地区の池田町内会、下七崎町内会では、住

民同士が協力しあって生活道路の環境整備を行

っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■ゴミ問題も解決 

町内会とＪＲの共同の花畑 

 

 現在、花畑となっている場所は、放置

されたゴミや、ポイ捨てされたゴミが風

によって集まり、ゴミが散乱する草むら

でした。草むらのままでは、いくら掃除

してもすぐにゴミだらけになってしまい

苦慮していました。そこで、地域の人達

や町内の緑化協力員で話し合った結果、

花を植えることで、ゴミを捨てることが

なくなるのではと考えました。 

 町内会や子ども会、老人クラブや青年

団等の地域の有志が、ボランティアで草

むらを掘り起こし、きれいな花畑をつく

りました。ゴミ溜りが、きれいな花畑に

なり通行人の目を楽しませ、ゴミの放置

もなくなり喜んでいました。 

しかし、その４～５年後に、ＪＲから

「あの土地はＪＲ所有のものだから、借

地料を支払ってもらう」と言われました。

金額は町内会で負担できる額ではなかっ

たため、これまでの経緯を話し、「列車の

窓からゴミの山を見るより、花畑を見る

方が気持ちがよいのでは」などと説得し

ましたが聞き入れてもらえず、市にも相

談したがうまくいかず、途方に暮れてい

ました。 

 

 

 

 

 そこで、当時の鮫の駅長さんに相談し

た所、快く相談に乗ってくれ、駅長さん

の計らいで、ＪＲと町内会の共同の花畑

ということで花畑を維持することができ

ました。花畑の広さは 173.5 ㎡で、月

に数回、花畑付近の環境を整備したり、

清掃しながら花の手入れを行ったりして

います。地域住民が一つの作業をするこ

とで一体感が生まれ、町内や地域の親睦

を図ることができています。 

 しかし、住民の多くが高齢になってし

まい、町内会の行事等に若い人達の参加

が少なく、子ども会の会員も減り、参加

児童が少なくなっています。花畑を維持

していくために、地域住民をどう巻き込

んでいくかが今後の課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

共同管理している花畑 

 

 

地区人口 8,975人 

世帯数 3,576世帯 

最寄りの公民館 鮫公民館 

 鮫町地区 

恵比須浜町内会 

環  境 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

恵比須浜町内会では、ＪＲとの協力により、ゴ

ミが散乱する草むらを花畑にする活動を行って

います。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■地域の公園は地域住民の手でつくる 

長者森公園の整備 

 

 平成 11 年４月から数人で長者森公園

の除草、清掃、植え込みの剪定、トイレ

の清掃、枯葉の収集等を行ってきました。 

町内の公園は、町内の人間がきれいに

しようという声が上がり、平成 13年４

月からは、北白山台町内会の会員全員に

呼掛けて希望者を募り、約 40名の会員

で長者森公園等環境美化委員会が組織さ

れました。 

 この委員会は、長者森公園、イチイ公

園、スズカケ公園の管理（除草、清掃、

植え込みの剪定、長者森公園のトイレの

清掃等）を行うほか、遊歩道の植え込み

の剪定も行っています。 

また、毎年市から春と夏に配布される

パンジー、サルビア、マリーゴールド等

の花を、長者森公園やイチイ公園に植え

つける作業も行っています。 

 さらに、委員会のユニークな活動とし

て、堆肥づくりがあります。長者森公園

の一角に穴を掘り、公園内から集めた枯

葉を埋めて堆肥をつくり、花壇づくり等

に活用しています。 

長者森公園は見違えるほどきれいにな

り、小学校の遠足コースにもなりました。

また、近隣からの来訪者や花見客も来る 

 

 

 

ようになり、みんなに親しまれる公園と

なりました。 

公園内のトイレは常にきれいにし、ト

イレットペーパーも備え付けることで、

以前あったトイレへのいたずらも少なく

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 7,294人 

世帯数 2,549世帯 

最寄りの公民館 根城公民館 

 白山台地区 

長者森公園等環境美化委員会 

環  境 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

長者森公園等環境美化委員会では、町内の公園

のトイレ清掃や、遊歩道の植え込みの手入れな

どを通じて、公園の環境整備を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■地域が一致団結！ 

地域総出の学校支援 

 

 町内会や、ＰＴＡ、こども会、老人ク

ラブ、青少年協議会、身障者施設職員等

の団体と児童が協力して、学校の環境整

備を行っています。 

学校の運動場を中心に、学校周辺の草

刈りや、プール開きの前のプール清掃な

ど、児童が快適に学校生活を送ることが

できるように、地域が一体となって学校

の環境整備を行っています。 

 美保野小学校は、校舎建設の場所がも

ともと原野であったために、広い運動場

には、草刈りをしてもすぐに雑草が生え

るため、運動場を頻繁に整備する必要が

あります。 

しかし、少子化や過疎化に伴い在籍児

童が減り、運動場整備等の学校の環境整

備を、教職員や児童だけで行うには負担

が大きくなり、ＰＴＡはもとより、町内

会や老人クラブ等の地域コミュニティ団

体にも、応援を要請したことが活動の始

まりでした。 

 子ども達とその親、教職員や地域の住

民等が協力して作業を行うことで地域の

一体感が生まれ、世代や立場を越えて地

域の交流を深める良い機会となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 334人 

世帯数 190世帯 

最寄りの公民館 白銀南公民館 

 美保野地区 

八戸市立美保野小学校父母と教師の会 

環  境 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

美保野小学校父母と教師の会では、地区の町内

会や子ども会等と連携して、学校周辺の草刈り

や、プール清掃などの、学校の環境整備を行っ

ています。 

活動の概要 地域の情報（町内会単位） 
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■馬淵川堤防一帯の清掃活動 

 

沼館・城下振興会では、平成 16年度

から、国土交通省と連携して馬淵川堤防

の環境美化活動を行っています。毎年４

月から5月に実施し、時間帯は朝６時か

ら８時の２時間程。約３．８㎞にわたっ

て、堤防一帯の清掃を行っています。 

初年度（平成 17年度）は、参加者が

120名で、18年度は雨天のため参加者

が92名でしたが、19年度は160名の

参加がありました。毎年多くの方々に参

加していただいています。 

ゴミのほとんどは、自転車、タイヤ、

椅子、魚箱、洗濯機、有害図書など、非

常に悪質なもの。あわせて、軽トラック

3台分くらいの量になります。 

ゴミは年々、減少傾向にありますが、

かといって放ってはおけません。河川敷

の環境美化のために、みんなの力をあわ

せて活動を続けていきたいと考えていま

す。 

いつまで参加者の協力が得られるか、

ゴミのポイ捨てをどのようにすれば防ぐ

ことができるかなど、様々な課題はあり

ますが、年々粗大ゴミ等が減少している

ことから、活動に対する地域住民の理解

と協力を得られるようになったと実感し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清掃活動の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地区人口 6,321人 

世帯数 2,840世帯 

最寄りの公民館 三八城公民館 

 沼館・城下地区 

沼館・城下振興会 

環  境 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

沼館・城下振興会では、国土交通省と連携し

て、馬淵川堤防の環境美化活動を行っていま

す。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■町内ピンピン体操会 

 

介護の支援から介護の予防へと行政の

施策の視点が変化する中、一部の公共施

設や介護施設では、転倒事故による寝た

きり防止、認知症予防、生活習慣による

脳卒中の予防等を目的に、介護予防教室

が始まっています。しかし、こうした施

設は利用者の自宅から離れていたり、そ

の数が限られていたりする場合が多く、

住民が気軽に参加できないという問題が

あります。 

そこで江陽一丁目町内会では、近所で

気軽に「介護予防運動」ができる場をつ

くることの必要性を感じ、会場提供者の

好意もあって、「町内ピンピン体操会」を

発足させることとしました。 

会は、継続して楽しく運動を行うため、

年齢、性別を問わず、また、特別な専門

知識や技術、器具等を必要としないプロ

グラムの作成を心掛け、市の健康増進課

の指導助言を受けスタートしました。指

導はプログラムに基づき誰でも行なえ、

交代もできるようにしています。 

介護を受けずに健康で老壮年期を過ご

したいという思いを、この「ピンピン体

操会」という名に込めました。他にも｢歩

く会｣も実施しており、運動する機会を積

極的に取り入れています。 

 

 

個人ではなかなか継続しにくい体操も、

身近な町内会単位で行うことにより、皆

が励ましあい、助け合いながら実行する

ことができています。 

また、楽しく長く参加できるよう、体

操のほかに、歌唱、頭脳ドリルや、食生

活改善指導、お茶会等を行い、心身の健

康増進を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピンピン体操会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピンピン体操のイメージイラスト 

地区人口 6,042人 

世帯数 2,585世帯 

最寄りの公民館 江陽公民館 

 江陽地区 

江陽一丁目町内会 

健  康 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

江陽一丁目町内会では、住民が主体となって介

護予防に取り組むため、「町内ピンピン体操会」

を開催しています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■地域交流と健康づくり 

種差を歩く会 

 

 世代間交流や地域交流、ならびに住民

の健康増進、児童の健全育成を目的とし

て、児童とその保護者および地域住民

100名以上が毎年参加する、種差海岸の

散策会を開催しています。 

海岸に咲く植物を観察しながら散策を

するため、地域の自然保護グループの

方々にボランティアの講師として参加し

ていただき、地域コミュニティ団体との

交流を図ることができています。 

 年々参加者が増えて、世代間の交流・

親睦が図られており、活動の成果が見ら

れますが、散策コースが限られているた

め、活動のマンネリ化が懸念されます。

今後は、海岸線を運行しているワンコイ

ンバスの有効活用を図り、散策コースの

拡大を図りたいと考えています。 

 ＰＴＡ単位の活動から徐々に地域単位

の活動へと広がっており、子供・保護者・

祖父母・地区住民の交流の場となってき

ております。今後は、各町内会の協力も

得ながら活動する予定です。 

 平成 16 年度は、自然保護団体のボラ

ンティアガイドの方に同行していただき、

種差海岸に咲く草花を観賞しながら散策

することができました。地域に咲く草花 

 

 

 

の特徴や名前を知ることで、自然を愛

護・保護する気持ちを育むことができま

した。白浜海岸の自然の中で一緒に昼食

をとり、参加者同士の交流を図ることも

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「種差を歩く会」活動の様子 

 

 

 

地区人口 3,210人 

世帯数 1,098世帯 

最寄りの公民館 南浜公民館 

 南浜地区 

八戸市立種差小学校父母と教師の会 

健  康 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

種差小学校父母と教師の会では、世代間交流や

地域交流、住民の健康増進や児童の健全育成を

目的として、種差海岸の散策会を開催していま

す。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■住民が自主的に参加する健康づくり 

 “いきいき「健康ウォーク」” 

 

昭和 52 年頃の館地区は、脳卒中で亡

くなる方が多く、中でも 65歳以下の若

い人の発症が多くありました。 

そのため、当時の婦人会が、保健師や

栄養士、医師を講師に招き、健康づくり

や料理講習、高血圧予防の講話等を開催

して、生活改善運動に取り組んでいまし

た。 

そうした中、昭和 53年度に八戸市か

ら健康づくり活動の重点地区第１号とし

て指定され、5年間、重点地区活動に取

り組みました。 

昭和 55年には健康づくり推進協議会

も設立され、この取り組みの結果、市内

１位だった脳卒中による死亡率が、5年

間の活動後には 17地区中 10位と好転

しました。 

現在も、住民の自主的参加による健康

づくり事業を推進し、平成15年からは、

いきいき「健康ウォーク」を始めていま

す。 

地域の魅力を再発見するため、景勝・

旧跡をたどり、歴史愛好家の解説を聞き

ながらのウォーキングとなっています。

また、健康だよりを年３回発行し、情報

提供にも努めています。 

 

 

 

さらに最近は、ウォーキング愛好者の

増加によって、各町内を颯爽と歩く人達

の姿が多く見受けられるようになりまし

た。こうした住民の活動は、地区で実施

している、こども防犯パトロールの推進

にも寄与するようにもなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 4,595人 

世帯数 1,704世帯 

最寄りの公民館 館公民館 

 館地区 

館地区健康づくり推進協議会 

健  康 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの    

館地区では、長期にわたって健康づくりの活動

を続け、地域の歴史も楽しむことができる、い

きいき「健康ウォーク」を開催しています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■是川・縄文の里 健康マラソン大会 

 

是川地区体育振興会では、地域の振興

と住民の交流のため、平成 18年 10月

29 日に「是川・縄文の里 健康マラソ

ン大会」を開催しました。 

大会は、振興会が内容を企画し、ボラ

ンティアの皆さんからの協力も得た、住

民手づくりのイベントで、小学生から

60代までの幅広い年齢層から、約180

人が参加しました。 

是川中学校の校庭をスタート地点とし

て、地域内を回る1㎞から5㎞までの距

離を、地域住民からの応援を受けながら、

全員が完走しました。 

レース後は、直径１メートル程の大き

な「縄文鍋」でせんべい汁を作り、参加

者や地域住民、みんなで運動後の食事を

楽しみました。 

大会の開催を通じて、地域住民の交流

を図ることができたと考えています。今

後は、この大会が伝統ある地区町民大運

動会（今年 48回目を迎える）のように

地域住民にとけ込み、愛され、親しみの

ある大会に成長することを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 1,967人 

世帯数 706世帯 

最寄りの公民館 是川公民館 

 豊崎地区 

豊崎健康推進委員会の活動 

健康  是川地区 

是川地区体育振興会 

健  康 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

是川地区体育振興会では、地域の振興と住民の

交流のため、「是川・縄文の里 健康マラソン大

会」を開催しました。 

 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■地域の枠を越えた子育てサークル 

 

 江陽どんぐりの会は、３歳未満の子ど

もを持つ母親を対象とした子育てサーク

ルで、毎月第４木曜日に、主に江陽児童

館で行っています。 

 核家族化が進み近所付き合いがなくな

り、親や近所の人達からの育児のアドバ

イスを求めることもなく、育児への苦労

や不満を自分達だけで抱え、大きなスト

レスを溜め込む親が増加しています。 

自分と同じような親同士が集まり交流

することで、育児の課題は自分達だけの

特別なものではなく、みんな同じことを

悩み苦労していると分かり、安心して育

児を行うことができます。サークルは、

親同士のコミュニケーション、情報交換

の場として喜ばれています。 

 また、母親だけでなく、子ども達の世

話係として、民生児童委員や子育てメイ

トが常に多数関わり、初めて子どもを育

てて行く母親に対し、育児の経験者とし

て的確なアドバイスをすることもできて

います。 

子育てメイトの制度が始まってからは、

このサークルに子育てメイトも加わり、

社会福祉協議会からの援助を受けて活動

しています。比較的小規模のサークルな

ので、参加者の一人ひとりのことが良く 

 

 

分かり、子どもの成長も目に見えて、と

ても楽しく活動しています。 

 活動当初は江陽地区の母親だけでした

が、最近ではくちコミによって他の地区

からの参加も増え、地域の枠を越えた子

育てサークルとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童館内で元気に遊ぶ子ども達 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんな集まって昼食会 

 
 
 

地区人口 6,042人 

世帯数 2,585世帯 

最寄りの公民館 江陽公民館 

 江陽地区 

江陽どんぐりの会 

子育て 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

江陽どんぐりの会では、育児に対する不安や悩

みを抱える母親を支援するため、育児に関する

アドバイスや情報提供の活動を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■授業以外の社会勉強を 

地域と学校の連携による交流事業 

 

 学校の普段の授業だけでは教わること

のできない、人にやさしく接する心や、

社会に貢献することのできる楽しさなど

を児童に学んでもらうため、地域にある

障害者施設の入居者に、学校の行事へ積

極的に参加してもらい、地域と学校の連

携による交流事業を行っています。 

障害者施設の入居者には、学校で行わ

れる運動会への出席や、学校主催のバザ

ーへの作品の展示協力といった形で参加

していただいています。バザーに関して

は、施設入居者だけでなく、地域の人か

らも協力をいただき開催しています。 

 また、児童や父兄など、地域の住民が

施設に行き、施設内の窓ふきや掃除とい

った活動を入居者と共に行い、学校の外

へ出て社会活動を自分達の手で行うこと

によって、生きた社会勉強を行うことが

できています。ただ、参加人数が年々減

っているので、多くの方々に活動の参加

と協力を呼掛けたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 5,869人 

世帯数 2,235世帯 

最寄りの公民館 白銀南公民館 

 大久保地区 

八戸市立白銀南小学校父母と教師の会 

社会教育 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

白銀南小学校父母と教師の会では、地域の児童

に社会貢献の楽しさを学んでもらうため、地域

と学校の連携による交流事業を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■郷土について考える授業から 

始まった 湊たんけん買物ウォーク 

 

平成 14年 2月に、湊小学校の「郷土

について考える」という授業に応えて、

子ども達のために何かをしようと、湊地

区子ども会と湊小・青潮小のＰＴＡを中

心に実行委員会をつくり、湊町のいい所

を探しながら買物をする「湊たんけん買

物ウォーク」として活動を始めました。 

「坂道探訪」「昔の家業を探そう」「湊

の桜を訪ねて」「湊の冬を体感」「西有穆

山を訪ねて」「ポートアイランドを目指し

て」等をテーマに、毎回約 10㎞の距離

を歩きます。 

参加費は1,000円で、700円のお買

物券が付き、それを使って八戸市営魚菜

市場で買物をします。店のおばちゃん達

と声を交わして買物を楽しむ子ども達は、

とてもいい顔をしています。 

館鼻公園がゴールで、そこで鍋物等を

つくって昼食をとり、お楽しみ抽選会も

行っています（買物券なしでの参加もで

きます）。 

参加費を買物券代や保険代、昼食の食

材費にあてていますが、正直いって赤字

状態です。また、市場が休みだったりし

て買物できない時もあり、日程を組むの

に苦労することもあります。 

 

 

 

両小学校のＰＴＡや地域の団体から協

賛していただき何とかしのぎつつ、子ど

も達に湊町の良さを発見してもらいたい、

湊町に住んでよかったと誇りに思っても

らえるようにしたいと、四季折々の活動

を続けています。 

これまでの実施回数は5年間で13回

を数え、湊小・青潮小の子ども達を中心

に、先生や保護者、地域の方々など、延

べ2000人が参加しています。最近では、

湊中学校の生徒もボランティアとして参

加するようにもなりました。 

さらには、活動が陸奥湊駅前の活性化

にもつながっており、いずれ全国規模の

イベントにしたいという野望もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湊たんけん買物ウォークの様子 

 

地区人口 13,166人 

世帯数 5,275世帯 

最寄りの公民館 湊公民館 

 湊地区 

湊たんけん買物ウォーク実行委員会 

社会教育 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

湊地区では、地区の小学校ＰＴＡや、各種団体

が協力しあい、湊地区の良さを楽しみながら知

ることができる、「湊たんけん買物ウォーク」を

開催しています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■東公民館まつりでのお化け屋敷 

 

東公民館まつりは、公民館が行ってい

た文化祭から始まり、回を重ねるごとに

室内では食堂や喫茶コーナーが、屋外で

は屋台やお店も出るようになりました。

今から5年前、東地区の３つの子ども会

（旭ヶ丘・町畑・湊高台）が「地域の子

ども達のために、何かイベントができな

いか」ということで、色々な案を出し合

った結果、「お化け屋敷」をつくってみよ

うということになりました。 

屋外にテントを4つ張り、中を黒いシ

ートで覆って、子ども達が安全に楽しめ

るようにお化けを配置しました。大道具

や小道具の製作は、当日の2週間程前か

ら行います。製作には、各子ども会の育

成者と子ども達が参加しています。また、

当日は、子ども達自身が中心となって、

お化け担当のスタッフになります。 

さらに、湊高台地区子ども会では、ま

つりの当日に、子ども会農園で栽培した

ジャガイモ・大根・カボチャ等を格安で

販売しています。 

野外での催し物なので、天候に左右さ

れやすく、昨年も含めて、これまでに 2

回中止となっているのが悩みです。また、

湊高台の子ども達は、公民館が自宅から

遠いことで参加（製作と当日のスタッフ 

 

 

として）が少ないことも課題になってい

ます。湊高台の子ども達が安心して集ま

れる場所が欲しい所です。 

しかしながら、このお化け屋敷を通じ

て、地域の大人と子どもの交流はもちろ

ん、公民館の役割や活動に対する子ども

達の理解も深まっています。また、公民

館を中心とした各種行事で3地区の交流

が盛んになり、地域の情報交換の場にも

なっています。 

3 地区の子ども達（特に小学生）にと

っては、将来、中学校で一緒になるので、

こうして事前に交流が行われることは、

非常に良いことであると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 4,350人 

世帯数 1,745世帯 

最寄りの公民館 東公民館 

 湊高台地区 

湊高台地区子ども会育成連合会 

社会教育 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

湊高台地区子ども会育成連合会では、公民館ま

つりで「おばけ屋敷」を作り、まつりを盛り上

げながら、子どもと大人の交流を図っています。

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■みんな裸足で土いじり 

子ども田んぼづくり 

 

 裸足で土を踏む環境をつくり、自然に

触れながら、普段食べる米づくりの大変

さや、みんなが一緒に作業をすることの

面白さ・大切さを理解していただくため、

田んぼづくりを行っています。 

高館地区以外の子ども会も参加し、４

月に苗代、５月に田植え、９月に稲刈り、

10月に脱穀、11月に収穫祭と、年間を

通して行われる行事で、子ども達は泥だ

らけになりながら楽しんで作業していま

す。毎年行われている行事なので、子ど

も達の作業が早くなってきました。 

 土や泥に触れる機会があまりない子ど

も達にとっては、こういった作業はとて

も新鮮で、毎年この活動を楽しみにして

いる子ども達も多く、また、保護者も積

極的に協力してくれています。 

 田んぼや機械等は地域の方々から提供

していただき、農作業も子ども会だけで

はなく地域住民からも協力をいただき、

地域一丸となって活動しています。 

 

 

 

 

 

■地域の伝統を守れ！ 

高館駒踊の伝承活動 

 

 高館駒踊は今から約２００年前の江戸

時代に、旧倉石村石沢から五戸町切谷内

に伝わったものとされています。昭和３

４年には青森県無形民俗文化財に指定さ

れ、三社大祭にも参加していました。し

かし、後継者不足から踊り手が減少し、

十数人で地区の公民館で踊るなど、地道

な活動を続けていました。 

 伝承の灯が消えつつあった駒踊を復興

させようと、高館地区連合町内会、高館

駒踊保存会、高館地区子ども会育成連絡

協議会、高館小学校が協力し合い活動を

続け、高館小学校で総合学習に取り上げ

られたことなどをきっかけに、子どもの

参加者が増えました。今では、高館小や

下長中、市内の高校生の生徒を中心に、

メンバーが 50人を超えるようになって

います。 

 地域の伝統芸能を守るために始めた活

動が、三社大祭の行列に再び参加するま

でに成長し、地域が団結して地域づくり

に取り組むきっかけになりました。 

 

 

 

 

地区人口 4,841人 

世帯数 1,906世帯 

最寄りの公民館 下長公民館 

 高館地区 

高館地区子ども会育成連絡協議会 

社会教育 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

高館地区子ども会育成連絡協議会では、田んぼ

づくりや高館駒踊の伝承活動、リーダーズクラ

ブの活動を通じて、地域一丸となった子どもの

健全育成に取り組んでいます。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■地域で子どもを育てるための 

高館リーダーズクラブ 

 

 子ども達に他人に対する思いやりなど

を教え、年齢の違う子どもや大人とのふ

れあいを通じて、生きる力を備えたたく

ましい子どもに育ってもらうため、リー

ダー育成の活動を行っています。子ども

会で開催する各種行事の計画を立てるこ

とに参加したり、子ども会の運営に参加

したりしています。 

 小学生から高校生までの各年代から数

名参加があり、兄弟のように切磋琢磨し

ながら活動を行っており、大人や事務局

の担当に言われることなく、独自に計画

を立て、行事を実行するようになってい

ます。今では、カーブミラー清掃など、

地域全体への社会奉仕活動を行うように

なってきました。 

 高館リーダースクラブ（Ｔ.Ｌ.Ｃ ＦＬ

ＡＴ）は、設立当初より活動が盛んであ

ったわけではなく、子どものためにどん

な風に活動していけばいいのかについて

何年にもわたって話し合い、実践してき

たことで活動も盛んになりつつあります。

しかし、少子化等の影響もあり、平成10

年頃よりリーダーの数が減少してきたた

め、平成 17年度より新たに小学生もリ

ーダーに加えることとなりました。 

地域の大人と子どもが共に子ども会の

行事に参加し、お互いの顔を知ることで、

道で会った時に挨拶を交わしたり、話を

したりなど、地域の団結力や信頼関係が

生まれるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、子ども会活動が活発になること

で、保護者が子ども会に協力するように

なり、保護者だけでなく地域の住民から

も協力を得ながら、地域の大人が全員で

子どもを見守る体制や、地域で子どもを

育てる環境が整いつつあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

"T.L.C FLAT" によるカーブミラー清掃 
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■地域づくりは子ども中心で！ 

 

三世代の会は、地域のことは子どもを

中心に考えよう、世代を越えて交流しよ

うと、地域の小中学校を中心に、昭和59

年に発足しました。 

毎週火曜日に開催している「ふれあい

タイム」での、昔遊びを子ども達に教え

る活動や、七夕の行事等を行っています。

また、会の特徴である挨拶運動について

は、八戸市が提唱する前から取り組んで

います。 

活動を通じて、子ども達が「昔の人は

自分で考え、何でも自分でつくっていた」

という事を知って、子ども達の大人に対

する考え方が変わってきたと感じていま

す。 

 もう一つの活動である「10 ㎞歩こう

会」では、公民館からこどもの国まで歩

いた後、お母さん方に、ひっつみ鍋をつ

くってもらう行事で、公民館の定例行事

にもなっています。 

子ども達を育てるには、じいちゃん、

ばあちゃんの背中を見せることが大切。

最近では、三世代の会以外でも、子ども

達を見守る高齢者が増えており、子ども

から手をふってもらうことが何ともいえ

なくうれしいという声もあります。 

 

 

 

現在、会員 38名で若い人が入ってこ

ないというのが悩みですが、地域活動は

一人でできるものではないので、今後も

地域の人や各団体に協力をお願いしてい

きたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 11,072人 

世帯数 4,765世帯 

最寄りの公民館 吹上公民館 

 吹上地区 

三世代の会 

社会教育 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

三世代の会では、「地域づくりは子ども中心」と

いう理念のもと、子どもの健全育成や、世代を

越えた交流活動を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■大運動会から連合町内会へ…そして、 

ふれあいから地域ｺﾐｭﾆﾃｨ再興へ！ 

 

現在の市川地区は、４小学校学区で１

つの地域として形成されており、小学校

学区単位では地域コミュニティ活動が盛

んでありながらも、地域全体としての連

携協調に乏しい面がありました。 

そのような中、平成１２年に市川中学

校創立５０周年を記念して、４小学校学

区が一堂に集う大運動会が開催されまし

た。地域住民に好評を博したことで、以

降７年にわたり継続開催し、ＰＴＡ・同

窓会の主催から、町内会及び地域内の諸

団体の主催へと発展を遂げました。 

そして、連携協調の大切さが地域認識

を高める契機となり、平成１９年２月に、

４つの小学校と連合町内会をさらに発展

させる、「市川地域連合町内会」を設立す

るまでに至りました。 

しかも、単なる町内会組織としてだけ

でなく、そこに地域内の諸団体の参画を

も得ることで、さらなる地域連携を加速

させる足掛かりとし、中期的には福祉・

安心安全・文化・健全育成の４つのテー

マごとの地域活性化を目指しています。

さらに長期的には、市川地域を先導する

機関として「地域振興協議会」の創設を

目指して行くことを掲げています。 

 

 

 

こうした取組は、ほとんどの地域住民

の指示を得ており、今後はどのように住

民参加を得ながら具体的な事業を展開す

るか、地域連合町内会の自主的な活動に

期待が寄せられている所です。 

既存の組織を生かしつつ、新たな時代

の要請に応えようとする、こうした地域

コミュニティの再興とも呼ぶべき取り組

みは、地域の活性化と住民自治の推進を

目指した、協働のまちづくりの基盤を形

成する初めての試みとして、非常に大き

な意義を持っていると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口（４地区計） 12,484人 

世帯数（４地区計） 4,803世帯 

最寄りの公民館 市川公民館 

 市川地区（桔梗野、多賀、多賀台、轟木地区） 

市川地域連合町内会 

地域づくり 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

市川地区では、地域間の交流と地域の活性化を

図るため、ふれあい運動会を開催し、その活動

が、連合町内会の連携による地域づくりまで発

展しました。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 



 

 
25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■住民みんなのビオトープ 

ほたる崎里山づくり 

 

 八戸八景の一つに選定されていた八太

郎山の景勝地（ほたる崎）を再生・保全

し、地域住民が日常的に自然と触れ合う

ことのできる場として守り育てていくた

め、ほたる崎里山の一角に、小規模のビ

オトープ｢水辺の里｣をつくり、子ども達

と一緒に｢ほたるやメダカ｣の飼育に取り

組んでいます。 

 年々宅地造成が進み、地域の自然が失

われつつある中、八太郎ヶ丘公園周辺及

び八太郎山の斜面に面した緑地を地区住

民の手で育てていこうということになり、

平成 10年に里山づくりがスタートしま

した。ほたる崎里山は民有地が多く、開

発が進み自然も失われつつあるので、地

域住民の協力を得て、今後一層｢ほたる崎

里山づくり｣を推進しなければなりませ

ん。また、開発に対応した自然環境保全

に取り組み、恒久的なふるさとのふれあ

いの森として守り育てていかなければな

りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境整備が進み、｢ほたる崎里山｣が地

域住民に定着し、野鳥観察や里山散策を

楽しむ住民が増えています。｢ほたる崎里

山｣には義経伝説やキリスト伝説が残っ

ている神社もあり、学習の場にもなって

います。また、児童生徒の自然環境保全

に対する意識も高まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほたる崎の整備の風景 

 

 

 

 

 

 

水辺の里作り 

 

 

 

地区人口 12,311人 

世帯数 5,359世帯 

最寄りの公民館 根岸公民館 

 根岸地区 

アスネット根岸推進委員会 

地域づくり 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

アスネット根岸推進委員会では、地区の様々な

団体が連携しながら、自然環境や歴史・文化の

保全、子どもの健全育成などの多様な分野での

活動を、地域が一丸となって進めています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 

※「ビオトープ」とは？ 

都市の中に植物、小動物、昆虫、鳥、

魚等が共生できる場所を造成また

は復元したもの。 
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■郷土の歴史を目で見て学ぶ 

郷土学習資料室 

 

 児童生徒並びに地域住民が変遷する郷

土の歴史や用具・道具類の開発進歩の足

跡を学び、あわせて資料等を管理・保存

し、後世に引き継いでいくために、｢郷土

学習資料室｣を開設しています。 

根岸地区に埋蔵されている江戸時代か

ら昭和 30年代半ばまでの農具・漁具や

生活用品・手工業用品・古文書等、約500

種 1,200 点を収集・整理し、地区の根

岸小学校の２教室を借用して保存・展示

しています。 

 根岸公民館文化祭の際に、根岸地区で

使われていた農具・漁具・民具等を展示

したのがきっかけで、地域住民の協力の

もと収集活動を展開することになり、集

められた資料の保存管理や地区の文化継

承のための取り組みが始まりました。根

岸地区には、まだ多くの民俗資料が眠っ

ていると思われるので、継続して収集活

動と再生活動を行うことが今後の課題で

す。また、児童生徒及び地域住民が、移

り変わる郷土の歴史等を学ぶために、郷

土資料室のガイドブックづくりが急がれ

ます。 

 ｢郷土学習資料室｣は、児童生徒の社会

科の学習や体験学習に活用されています。

これがきっかけとなり、｢根岸言葉諺辞

典｣や｢根岸言葉による郷土カルタ｣づく

り、｢地域の屋号と屋印｣及び｢根岸地域の

神仏マップ｣等の小冊子の作成につなが

り、郷土史家からも高い評価を得ました。 

 

 

 

 

■地域一体の家庭教育学級 

 

 

 根岸公民館において、幼稚園・保育園

に通園していない幼児とその母親を対象

として、家庭教育学級「子育てわんぱく

ランドねぎし｣を開設しています。また、

地区の小・中学校３校の総合的な学習や

クラブ活動の指導支援をするため、家庭

教育学級｢アスネットねぎし｣を開設して

います。これらの家庭教育学級は、地区

住民の多くの協力により運営されており、

｢子育てわんぱくランドねぎし｣は母親達

から好評です。それぞれ友達を誘い合っ

て気軽に集い、母子のふれあい遊びを通

して交流しつつ、情報交換の場として、

子育ての大事な事柄を学びながら、新た

な友達をつくることができる場となって

います。 

 家庭教育学級｢アスネットねぎし｣は、

他の学校や自分と違う学年の子どもと遊

ぶことができる、良い交流の場となって

います。地域住民の方が、児童に昔の遊

びや郷土のおやつづくり、昔の地域の様

子を教えるなど、交流を深める機会が多

くなり、積極的にボランティア活動に参

加してくれるようになりました。 

 ｢子育てわんぱくランド｣の子育て支援

ボランティア、家庭教育学級｢アスネット

ねぎし｣も、学習支援ボランティアの高齢

化により、新たな人材発掘と育成が必要

で、今後の大きな課題となっています。 

 

 

 

 

 

わら工芸に取り組む様子 
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■ゼロからつくった新田城まつり 

 

 大館地区の歴史に着目し、郷土愛を持

ってもらい、地域活性化を図るため、か

つて先祖が移住してまちづくりに励んだ

遠野市との交流を通じて親善を深め、連

携しながら「新田城まつり」を開催する

ことになりました。 

 新田城まつりは、かつて、この地を治

めた南部一族である新田氏 15代目の城

主「新田義実」が、寛永４年（1627年）

盛岡南部藩主「南部利直」の命令で、本

家の根城城主 21 代「清心尼」と、22

代「南部直義」と共に、遠野に所替され

たことに由来しています。義実らが遠野

へ旅立つ様子を武者行列化し、地元の伝

統芸能団体、小・中学校の児童・生徒、

園児、ＰＴＡの参加を得てゼロからつく

ったのが「新田城まつり」でした。 

 「新田城まつり運営委員会」は、大館

地区連合町内会、大館地区連合婦人会、

大館地区自治振興会の３者で組織され、

地域住民、団体、企業等から協賛金をい

ただき、まつりの企画、準備、運営にあ

たりました。このまつりを続けて行くた

めにも、助成金や補助金をもっと活用し

ていかなければなりません。 

 

 

 

 

 「大館地区自治振興会」は、昭和 33

年、大館村が八戸市と合併した翌年に大

館地区のまちづくりのために設立されま

した。設立当初は行政への協力、地域の

陳情という性格が強くありましたが、次

第に「自分達の地域は、自分達の責任で」

という方向に自然に変化してきました。 

 大館地区自治振興会では、新田城まつ

り以外にも、小学校と地域コミュニティ

団体が一体となって行う「新井田川親子

ハゼ釣り大会」や、自分達の住んでいる

地域を理解し、愛してもらうため、自主

的に「大館フォーラム」や「文化財・伝

説めぐり」等を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新田城まつりの様子 

 

 

地区人口 15,808人 

世帯数 6,392世帯 

最寄りの公民館 大館公民館 

 大館地区 

大館地区自治振興会 

地域づくり 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

大館地区自治振興会では、地域住民に郷土を愛

する心を持ってもらい、地域全体の活性化を図

るため、各団体が連携して、「新田城まつり」を

開催しています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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 大館地区では、何か事業を行う場合一

つの団体が単独で行うのではなく、地域

の団体が連携し協力し合いながら行って

います。それによって各団体の活動が活

性化し、地域の連帯感も強まってきまし

た。今後も、大館地区自治振興会がリー

ドしながら各団体と連携協働し、遠野市

と交流を深めてまちづくりを推進してい

きたいと思います。 

 「何もやらなければ、何も始まらず、

やればやっただけ、新しい協力者、賛同

者が増えてくる」ことを念頭に活動を続

け、団体ごとにそういう考えの人達が増

えていくことを期待してやみません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新田城まつりの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域一体型 駅前のにぎわい創出事業 

 “湊七夕まつり” 

 

 駅前のにぎわいづくりと、地域活性化

のため、毎年、７月後半に開催する｢八戸

七夕まつり｣と同時期に、｢湊七夕まつり｣

を開催しています。まつりの実施にあた

っては、商店街の他に、子ども会・婦人

会等の地域の団体と協力してイベントを

行ったり、小学校や保育園に七夕飾りを

つくってもらったりしています。 

 また、陸奥湊のシンボルであるイサバ

を全国に広めるため、「イサバのカッチャ

コンテスト」も開催しています。このコ

ンテストも、子ども会や市場の人達から

ご協力をいただき、地域が一体となって

運営しています。 

 東北新幹線八戸駅の開業以来、陸奥湊

には多くの観光客が訪れますが、イベン

トを開催するだけでなく、陸奥湊を訪れ

るお客様をおもてなしするために、観光

案内所を開設し、買物情報や、おいしい

もの情報等を提供しています。 

この観光案内所の運営には、地域のボ

ランティアに協力していただき、平日と

第１日曜日の朝６時から昼まで、観光客

や市民の皆さんを「おもてなし」してい

ます。 

 祭りやイベントを開催することで、地 

 

 

 

域住民が共通の認識を持ち、地区全体の

まちづくりの話をしたり、ボランティア

で協力してくれたりと、地域の活性化に

つなげることができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イサバのカッチャコンテストの様子 

（写真右：進行役の十日市秀悦さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光案内所の外観 

 
 
 

地区人口 13,166人 

世帯数 5,275世帯 

最寄りの公民館 湊公民館 

 湊地区 

湊商栄会 

地域づくり 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

湊商栄会では、駅前のにぎわいづくりによる地

域活性化のため、「湊七夕まつり」を開催してい

ます。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■地域みんなの実習田 

 

 町内会の役員会の席上で、「各行事が、

子ども会、老人クラブ、婦人部など、多

様で分かりにくく、枠組を越えた地域が

一つになれるような行事をやりたい」と

の意見があり、住民の親睦と、地域の様々

な団体間の連携を図るため、米づくりに

挑戦することになりました。 

 土地所有者がこの行事に好意的で、町

内近くの休耕田を無償で借りることがで

き、｢町内会実習田｣として使用していま

す。実習田の面積は１反（300坪）ほど

で、苗作り・田植え・除草等の作業は、

住民総出の手作業で行っています。特に

田植え作業の際には、３歳から 77歳ま

での広い年齢層から 60名以上の参加者

があり、多くの町内の人が土に親しみな

がら作業を行うことができました。 

 実習田から収穫した“もち米”や“う

るち米”は、運動会や祭りなど、町内会

で行われる行事の際に、おにぎりや草も

ち、雑煮に調理し、参加者みんなで食べ

て、親睦を深めています。また、収穫し

た米の一部を町内の人に即売し、売上を

実習田の運営にあてています。 

 また、近くの桔梗野小学校の５年生か

ら、米づくりに関する授業の一環として

田んぼを見学したいとの申し出があり、 

 

 

72 名の５年生の校外授業にも活用する

ことができました。地域の住民だけでな

く、学校との連携、学社融合を推進し、

地域が団結してつくった実習田といえま

す。 

 米づくりは、かなり手間暇のかかる作

業が多く、専門的な知識が必要となりま

す。そのため、田植え作業以外は参加で

きる人が限定されることが多く、今後い

かに後継者を育て、多くの人を巻き込ん

で活動を続けて行くかが課題となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域一体で行った田植え 

地区人口 5,553人 

世帯数 2,252世帯 

最寄りの公民館 市川公民館 

 桔梗野地区 

陸奥市川町内会 

地域づくり 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

陸奥市川町内会では、住民の親睦と地域の様々

な団体との連携を図るため、実習田での米づく

りに挑戦しています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■納豆のように粘っこく地域活動を 

ラブ❤こなかのナットワーク 

 

納豆のように粘っこく、「地域にたくさ

んの糸を張り巡らして、小中野コミュニ

ティをくまなくつなげていこう」という

思いを込めて、ラブ❤こなかの“ナット”

ワークを組織しました。 

英語の「Ｎｕｔ」には、木の実、留め

ねじ、熱心なファンといった意味があり

ます。「小中野ファンとして、ちょっぴり

街づくり馬鹿になってみて、地域の絆と

心をしっかり留めて、大きな美味しい実

をならせよう！」という気概を持って活

動を始めました。 

まず、「ラブ❤こなかのナットワーク」

では“「学び」から地域のまちづくりの「実

践」へ”を目的として、歴史・文化班、

コミュニティビジネス班、ＩＴ班の３班

を組織しました。 

歴史・文化班では、「小中野アレコレに

ほさんぽ」というマップを作成し、地区

の小・中学生や住民に配布しました。マ

ップは、大人と子どもが一緒になって地

区の歴史や文化等を調べてまとめたもの

で、自分が発見したことを書き込めるよ

うにもなっています。 

コミュニティビジネス班では、公民館

での朝市や、小中野地区の歴史ある建物 

 

 

 

を見て回る「街角ウォッチング」を実施

し、多くの地域住民に参加、協力してい

ただいています。 

また、高齢者が朝市で買物した際に、

小中学校の児童・生徒が荷物を自宅まで

届ける活動や、お祭りの際に高齢者と子

どもが一緒に夜店を出すなど、高齢者と

子ども達の交流を図ることもできました。

この活動をきっかけに、子どものボラン

ティアクラブも組織されました。 

ＩＴ班では、ナットワークのホームペ

ージを作成し、それぞれの班が学び考え

行動した内容や、各種お知らせを公開し

ています。また、誰でも地域の情報やお

知らせを提供できる、双方向型の情報交

換の場としても機能しています。 

 地域主催のまちづくり協議会として組

織されたラブ❤こなかのナットワークで

は、地域の住民が自ら様々な活動をして

いくことができており、自分達の問題を

自分達で解決していこうという意識が生

まれた所です。 

 

 

 

 

地区人口 10,081人 

世帯数 4,475世帯 

最寄りの公民館 小中野公民館 

 小中野地区 

ラブ❤こなかのナットワーク 

地域づくり 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

ラブ❤こなかのナットワークでは、「学び」を地

域のまちづくりの「実践」へつなげることを目

的として、歴史・文化、コミュニティビジネス、

ＩＴの３分野の活動を行っています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■歌と踊りで地域を盛り上げよう！ 

 “金浜ソーラン”ＣＤを手づくり 

 

金浜小学校の屋内運動場の増改築事業

を実施した際、よさこいソーランをつく

りました。 

衣装を揃えて活動していましたが、保

護者の方は子どもが学校を卒業するとや

めてしまうこともあり、なかなか活動を

継続するのが難しい状況でした。 

そうした中、子どもからお年寄まで、

全住民が一緒に集まれるよさこいにして

欲しいという声に応え、新しい曲を作曲

してもらい、踊りもやさしくしました。 

作詞は地元の山崎育子さん、作曲は鮫

町の島一男さんにお願いしました。 

結果として、金浜の美しい自然や伝統

的な暮らしを歌った、「金浜ソーラン」が

できあがり、CD 製作まで漕ぎ着けるこ

とができました。 

平成 18年の3月から、住民が組織し

た制作準備委員会が中心となって、曲作

りから振り付け、ＣＤジャケットのデザ

インまでを手掛け、1年かけてＣＤを作

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 3,210人 

世帯数 1,098世帯 

最寄りの公民館 南浜公民館 

 南浜地区 

金浜町内会 

地域づくり 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

金浜町内会では、地域の特徴的な活動である「金

浜ソーラン」を通じた地域の活性化のため、地

域住民が中心となって、「金浜ソーラン」のＣＤ

を作成しました。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■児童と高齢者のほのぼの交流事業 

 

 下長地区社会福祉協議会では、高齢者

や障害者の在宅生活を支援するために、

さまざまな福祉サービスを行っています。

その中で、小学校における福祉教育を行

うため、地域の高齢者と下長小学校の児

童との給食会など、高齢者と児童の交流

を目的とした「ほのぼの交流事業」を開

催しています。 

 また、地域の介護支援センターの支援

を得て、ひとり暮らしの高齢者の健康相

談や｢温泉ふれあい交流会｣、ひとり暮ら

し・寝たきりの高齢者の見守り活動等を

行っています。 

特に、見守り活動に関しては、地域内

の小学校の児童と一緒に「ほのぼの交流

員」が訪問していますが、子ども達と話

ができるということで、高齢者の方に非

常に喜ばれています。 

 この「ほのぼの交流事業」には延べ

600人を越す参加者があり、学校と地域

の連携を図ることができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 訪問活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 9,315人 

世帯数 3,643世帯 

最寄りの公民館 下長公民館 

 下長地区 

下長地区社会福祉協議会 

福  祉 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

下長地区社会福祉協議会では、高齢者や障害者

の在宅生活の支援と、児童への福祉に関する教

育を行うため、「ほのぼの交流事業」を行ってい

ます。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■民族芸能で地域おこし 

左比代虎舞 

 

一昔前、八戸の浜通り地区の各町内は

「はちのへ港まつり」で、毎年山車の運

行をしていましたが、漁業不審等により

景気が悪化し、山車製作のための寄附集

めも難しくなりました。 

そこで、あまり資金をかけずに、子ど

もから年配者まで楽しめるものをつくろ

うと、新たに虎舞に取り組みました。 

他の地域の虎舞組から基本的な動きを

教わり、衣装も貸衣装店から古い振り袖

等を譲り受けてつくるなどして、昭和

60年に活動を本格的に開始しました。 

活動は年々活発になり、平成5年から

は三社大祭の行列にも参加し、平成7年

にはシンガポールまで遠征しました。さ

らには、平成 17年の愛知万博で演じる

など、国内外を問わず活動の場を広げる

ことができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■復活！ 地域の伝統芸能 

 小中野えんぶり組の活動 

 

小中野地区には、明治時代に２つのえ

んぶり組がありましたが、昭和に入り消

滅してしまいました。戦後一度は復活し

たものの、昭和 30年以来、活動が途絶

えていました。 

しかし、平成に入ってから活動が再開

し、初めは公民館での「おはやしクラブ」

として、えんぶりの囃子の練習を開始し

ました。 

えんぶりをやるには、衣装や道具の準

備に最低でも300万円が必要でしたが、

復活を願う人々から、あっという間に寄

附が集まりました。 

そうした地域住民の支援もあり、平成

12 年、見事に 45 年ぶりの復活を果た

した所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 10,081人 

世帯数 4,475世帯 

最寄りの公民館 小中野公民館 

 小中野地区 

左比代虎舞／小中野えんぶり組 

歴史・文化 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

小中野地区では、伝統芸能を軸にした地域づく

りのため、虎舞やえんぶりの活動に、積極的に

取り組んでいます。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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■長者地区の歴史・文化を知る 

 “我らが長者デー“ 

 

 自分の住んでいる地区や町内の歴史・

文化のことを知らずにいる人が多い中、

そうした町内の歴史・文化に触れ、誇り

を持って欲しいという願いから、「我らが

長者デー」を始めました。この活動を通

して、地域・学校・ＰＴＡの連携を図る

ことも目的としています。 

活動を始めた当初は、中学生を対象と

して実施し、地区内を散策しながら、神

社仏閣や町内の史跡等について説明しま

した。その後、小学生と中学生の交流の

場を持っていましたが、今は小学4年生

以上を対象にしています。 

現在、「子どもの安全推進大会」と一緒

に開催し、パレード等の色々な活動を進

めています。 

毎年同じことの繰り返しでは住民の参

加が少なくなるので、何か対策を考える

必要がありますが、史跡のことを知るこ

とができたとか、地域に関心を持つよう

になったという声を聞くようになるなど、

大きな成果を得られるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区人口 12,613人 

世帯数 5,499世帯 

最寄りの公民館 長者公民館 

 長者地区 

長者地区連合町内会 

歴史・文化 

※数値は、平成 19 年 3 月 31 日現在のもの  

長者地区連合町内会では、子ども達に地域の歴

史や文化に触れてもらうため、「我らが長者デ

ー」を開催しています。 

活動の概要 地域の情報（連合町内会単位） 
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地域コミュニティ計画とは、地域の皆さん自身の手で、 

魅力ある地域をつくるための、設計図のようなものです。

地域の皆さんが自分達の地域の将来を見据え、 

地域の活動や課題の解決について考え、 

地域づくりを計画的に進めて行くための土台になります。 

 

ここでは、八戸市内で策定された 

地域コミュニティ計画について、 

策定の背景や経過、内容をご紹介します。 

皆さんが計画を立てる際の、 

参考にしていただければ幸いです。 
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合併を機に動き出した「地域協議会」                

平成１７年3月 31日に八戸市と合併した旧南郷村は、合併後の急激な変化を避けつつ、住

民に身近なサービスの提供や住民主体の地域づくりを進めるため、県内初の地域自治区となる

｢南郷区｣になりました。また、この地域自治区の設置に伴って、地域住民や区内の様々な団体

の代表等で構成される「地域協議会」が設置され、地域住民の意見のとりまとめや、区内の各

種団体の活動をつなぐ役割を担っています。 

また、協議会では、設置期間である10年間で、住民主体の地域づくりの地盤を固めるため、

短中期と中長期の運営計画を立てました。 

さらには、この運営計画に基づく地域づくりを着実に進めていくため、住民によるまちづく

り計画策定を決定し、南郷区まちづくり計画（仮称）策定委員会を組織しました。南郷区の新

しい未来をつくる取り組みは、ここから始まりました。 

 

策定委員会の活動 ～まちづくり計画ができるまで～         

策定委員会は、地域協議会の委員や自治会長等で構成され、第1回会合から「南郷区まちづ

くり計画」の素案づくりを開始しました。月数回の定例会では、地域の現状把握や課題を洗い

出して、委員が日頃思っていることを話し合い、地域づくりの方向性を検討し、検討を始めて

から約3ヶ月後には計画の素案ができあがりました。 

計画の素案は５つのテーマに分かれており（次頁参照）、地域協議会で審議された後、テーマ

ごとに５つの「まちづくり計画策定部会」を設置して、分野別に計画の内容を検討することに

なりました。加えて、住民の声を計画に反映するため、素案に対する意見募集も行いました。 

５つの計画策定部会には、協議会・策定委員会の委員や一般の住民も参加し、部会ごとに３

～７回の会議を開いて、さらに具体的に計画の内容を検討しました。各部会での検討後、策定

委員会で最終案をまとめ地域協議会に提示し、平成19年 2月に計画策定となりました。 

 

【計画の策定体制】 
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個性豊か部会 

地域活性部会 

健康部会 

自然環境部会 

安全快適部会 
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住民手づくりのまちづくり計画                   

こうして完成した計画は、「南の郷 手づくり未来計画」と名付けられました。計画は、５つ

のまちづくりのテーマに分かれ、個別施策の実施主体・方法が「住民が主体的に行うこと」「行

政が主体的に行うこと」「協働により行うこと」という３つに分かれ、住民と行政の役割分担を

明確に示しているのが特徴です。 

 

【計画体系図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践段階                             

計画が完成し、地域協議会の運営計画の中期に入った今、計画の実践段階を迎えています。

今後、地域協議会は、地域の審議機関としての役割を担いながら、各種団体間のネットワーク

形成や住民と行政の情報の共有化などに取り組む予定です。また、地域住民の声を集約し、地

域協議会で審議した上、市に意見を具申するシステムの構築を検討することとしています。 

１ 現状 
(1)位置と気候 
(2)人口・世帯数と面積 
(3)産業 
(4)地域資源 

２ 課題 
(1)過疎化・少子高齢化 
(2)地域経済と雇用情勢の悪化 
(3)主産業＜農業＞の停滞 
(4)各施設・団体・地域の連携 

 
(5)情報不足 
(6)人材不足 
(7)住民と行政の協働

《南郷区まちづくり基本理念》 
・生きがい（精神的豊かさ）の創出     ・プロセスの共有 
・複合的事業の展開（相乗効果）      ・意識改革 

１ 地域の活性化 
(1)課題解決のための方策 
(2)森と水のｻﾝｸﾁｭｱﾘ連絡 
協議会の継続と連携 

２ 住民自治の強化 
(1)住民が主体のまちづくり計画の策定と実践 
(2)住民の声の吸い上げと反映させるための 
システムの検討 
(3)地域に密着したサービスを担う住民組織の検討 

１ 地域協議会における、住民意見をとりまとめる 

システムとまちづくり計画の推進体制の構築 

２ 推進体制を充実させるための取り組み 

１ 個性豊かな人かがやく 
まちづくり 
２ 地域の特性を生かした 
活力あるまちづくり 
３ 健康に暮らせる 
まちづくり 
４ 恵み豊かな自然環境に 
やさしいまちづくり 
５ 安全で快適な 
まちづくり 

第 1章 南郷区の現状と課題

第２章 まちづくりの方向性

第４章 計画の推進にあたって 第３章 まちづくりの施策 
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ボランティアネットワーク「アスネットねぎし」           

平成 11年 3月に発足したボランティアネットワーク「アスネットねぎし」は、地域の多様

な団体が一つのネットワークの中で協力しあいながら、自主的に地域活動を展開しています（詳

しい活動はｐ2５を参照）。 

事務局を公民館が担当し、地域住民の生涯学習活動を支援しながら、地域活動の中心として

の役割を担っています。 

 

計画の内容                            

根岸地区では、八戸市協働のまちづくり基本条例の施行や、住民自治推進懇談会の開催をき

っかけに、地域の課題や特色を認識しあい、やるべき事業を計画立てて実行することによる、

根岸地域の発展を目指して、根岸地域のまちづくり計画を策定しました。 

計画の策定にあたっては、まず、根岸地域が目指す将来像を具体化した、まちづくりの基本

構想を固めました。その中で、地域づくりのスローガンを「安全・安心なふるさとづくり」と

して、活動、事業を行うことになりました。 

 

 【計画の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ まちづくりの基本構想 

２ まちづくりの諸事業 

３ アスネットねぎしの活動 

４ アスネットねぎし防犯・防災ネットワーク体制の確立と運用 

５ 地域文化継承の「郷土学習資料室」の運用 

６ 「根岸地域子ども教室」および公民館の「家庭教育学級」支援 

７ 根岸地区居住者の各町内会への加入促進 

８ 子ども達や高齢者の交通安全・事故防止活動 
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【アスネットねぎしの組織図（根岸地域まちづくり計画より抜粋・一部加工）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展望                             

ゆるやかな連携のもとに活動を展開しているアスネットねぎしですが、地区に眠っている歴

史資源の掘り起こしや、人材発掘、後継者の育成など、まだまだ課題はあります。住民の協力

を得ながら、地域づくりを推進していきたいと考えています。 

さらに今後は、平成 18 年度に、消防庁と警察庁が連携して実施している「地域安心安全ス

テーション整備モデル事業」の指定を受けたことから、地域の防犯・防災体制の強化や、子ど

も達を狙った犯罪の未然防止に努めていきたいと考えています。 

 

 

・ 内外との連絡調整 

・ 広報 

・ 事務整理 

事務局 

 

・ 各種講座 

・ 各種クラブ、愛好会 

・ 文化祭 

根岸公民館 

 

・ ｱｽﾈｯﾄ根岸推進委員会 

・ 根岸地区連合町内会 

・ 根岸公民館 

支援組織 

アスネットねぎし 

（平成11年 3月 16日発足） 
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